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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

議
員

　平
成
21
年
12
月
に
策

定
さ
れ
た
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
で
10
年
後
に
木

材
自
給
率
50
％
を
目
指
し
、

山
村
の
振
興
、
活
性
化
、
木

材
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
、

低
炭
素
社
会
の
構
築
を
図
る

と
し
て
い
る
。

　東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

震
の
揺
れ
と
津
波
に
よ
る
建

物
の
全
壊
・
半
壊
は
37
万
戸

を
超
え
こ
の
う
ち
全
壊
は
13

万
戸
に
及
ん
だ
。
応
急
仮
設

住
宅
に
お
い
て
も
木
材
の
需

要
は
、
岩
手
県
木
造
割
合

26
・
７
％
宮
城
県
13
％
、
福

島
県
42
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
被
災
地
の
今
後
の
住
宅

再
建
に
当
た
っ
て
は
、
東
北

地
方
の
木
材
供
給
量
を
は
る

か
に
上
回
る
量
の
木
材
が
必

要
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

山
元
立
木
価
格
も
、
平
成
22

年
素
材
価
格
が
上
昇
し
、
平

成
23
年
外
材
よ
り
国
産
材
へ

の
シ
フ
ト
、
国
内
住
宅
需
要

の
持
ち
直
し
に
よ
り
上
昇
し

て
い
る
の
で
、
森
林
・
林
業

の
再
生
を
ど
の
よ
う
に
図
る

の
か
伺
う
。

町
長

　森
林
の
持
つ
生
物
多

様
の
保
全
、
土
砂
災
害
の
防

止
、
水
源
の
か
ん
養
等
の
公

益
的
機
能
を
理
解
し
、
森
林

の
健
全
育
成
と
保
全
に
努
め
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
林
道
整
備
や
生
産

基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
と

共
に
、
き
の
こ
や
山
菜
を
は

じ
め
と
す
る
特
用
林
産
物
の

生
産
拡
大
に
努
め
、
森
林
の

計
画
的
な
伐
採
・
造
林
を
推

進
し
、
林
業
の
担
い
手
の
育

成
と
確
保
に
努
め
て
い
く
こ

と
を
林
業
振
興
の
方
向
性
と

し
て
い
る
。

議
員

　東
日
本
大
震
災
は
森

林
・
林
業
、
木
材
産
業
に
も

東
北
地
方
を
中
心
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
国
内
合
板
生

産
の
３
割
を
担
っ
て
き
た
岩

手
県
、
宮
城
県
の
合
板
工
場

が
被
災
し
、
木
材
製
品
の
安

定
供
給
の
不
安
や
素
材
の
流

通
が
滞
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
合
板
・
集
成
材
加
工
工

場
を
誘
致
す
る
考
え
が
な
い

か
伺
う
。

町
長

　関
係
企
業
工
場
誘
致

に
つ
い
て
は
、
製
品
の
需
給

状
況
、
集
約
化
、
輸
入
材
と

の
競
争
力
確
保
の
た
め
大
型

化
が
求
め
ら
れ
、
町
単
独
で

の
誘
致
に
つ
い
て
は
原
材
料

の
調
達
な
ど
困
難
な
条
件
が

あ
り
、
県
を
挙
げ
て
誘
致
活

動
が
必
要
と
思
う
。
今
後
と

も
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

議
員

　24
年
度
予
算
で
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
計
画

し
て
い
る
が
、
燃
料
と
な
る

チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

町
長

　民
間
会
社
が
先
行
し

て
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

平
成
20
年
に
最
上
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
が

発
足
し
て
い
る
。
最
上
地
域

の
有
力
木
材
産
業
８
社
で
設

立
、
当
町
で
も
２
社
が
参
加

し
て
お
り
、
新
庄
最
上
地
域

に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
が
進
展
す
る
中
、
今
後

木
質
チ
ッ
プ
の
安
定
的
な
供

給
を
図
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、

民
間
ベ
ー
ス
の

よ
る
供
給
で
当

面
不
足
が
生
じ

な
い
も
の
と
思

う
。

議
員

　松
・
ナ

ラ
枯
れ
の
現
状

と
対
策
を
伺
う
。

町
長

　平
成
23

年
９
月
の
現
地

確
認
の
結
果
、

民
有
林
は
１
，

４
４
７
本
、
国

有
林
は
１
，
３

１
２
本
で
、
民
有
林
は
平
成

22
年
、
国
有
林
は
平
成
20
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
終
息
期
を

迎
え
、
最
上
地
域
東
部
に
移

動
し
て
い
る
。
対
策
と
し
て

予
防
薬
注
入
、
被
害
木
の
伐

倒
、
薬
剤
処
理
、
短
・
長
期

的
多
面
的
な
対
応
が
必
要
と

思
う
。

議
員

　男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
の
立
ち
上
げ
は
。

町
長

　当
町
で
は
、
企
画
課

と
教
育
課
が
業
務
を
担
当
し
、

基
本
的
に
総
合
窓
口
と
し
て

企
画
課
が
、
教
育
課
は
、
生

涯
学
習
事
業
の
一
貫
と
し
て

の
講
演
会
開
催
や
セ
ミ
ナ

ー
・
研
修
会
参
加
案
内
を
担

当
し
て
い
る
。
現
在
、
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
組

織
は
な
く
、
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
も
予
定
は
な
い
。
県
の

男
女
共
同
参
画
課
に
よ
る

「
最
上
地
域
に
お
け
る
女
性

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

た
め
の
実
行
委
員
会
」
が
発

足
し
、
町
か
ら
３
団
体
４
名

が
参
加
し
て
い
る
。

議
員

　新
山
形
男
女
共
同
参

画
計
画
に
つ
い
て
町
独
自
の

計
画
、
進
み
具
合
は
。

町
長

　第
５
次
総
合
計
画
に

あ
る
よ
う
に
「
男
女
平
等
の

意
識
づ
く
り
を
す
る
」
「
政

策
や
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
参
加
の
促
進
」
を
重
点
的

に
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、

町
民
全
体
の
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
意
識
醸
成
を
行
っ

て
い
く
。

議
員

　男
女
共
同
参
画
の
推

進
は
。

町
長

　少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
女
性
の
社
会
参
加
は
着

実
に
進
ん
で
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
る
。
平
成
23
年
７

月
に
は
農
業
委
員
会
に
お
い

て
、
初
女
性
委
員
が
誕
生
し
、

同
年
９
月
に
は
農
協
の
管
理

委
員
に
新
た
に
女
性
枠
が
拡

充
さ
れ
、
12
名
中
２
名
が
女

性
委
員
と
な
り
今
後
も
女
性

参
画
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る

　今
後
も
、
認
識
を
深
め
定

着
さ
せ
る
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
、
講
演
会
や
講
習
会

を
行
な
っ
て
い
く
。

議
員

　「
最
上

地
域
高
品
質
う

る
し
生
産
振
興

事
業
」
の
今
年

度
の
計
画
と
実

態
は
。

町
長

　貴
重
な

特
色
あ
る
地
域

資
源
を
活
か
し

た
産
業
振
興
の

可
能
性
に
注
目

し
、
「
う
る
し

植
栽
地
の
整

備
」
と
「
う
る

し
か
き
こ
」
の

養
成
に
取
り
組
む
計
画
が
あ

る
。　植

裁
木
か
ら
生
産
可
能
数

量
を
推
進
す
る
と
1.5
ト
ン
程

度
の
生
産
が
可
能
で
あ
り
、

生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
に

は
５
名
程
度
の
か
き
こ
の
養

成
が
課
題
と
な
る
こ
と
か
ら

高
品
質
「
う
る
し
」
生
産
技

術
習
得
の
た
め
の
研
修
を
計

画
し
た
。

　荒
廃
の
進
ん
で
い
る
、
木

ノ
下
・
森
の
越
・
長
沢
前
・

三
滝
の
箇
所
2.1
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
除
伐
を
11
月
に
予
定
、
か

き
こ
養
成
研
修
会
は
８
月
に

一
回
、
10
月
に
２
回
め
の
研

修
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

　「
全
国
に
発
信
」
に

つ
い
て
進
行
状
況
は
。

町
長

　い
ろ
い
ろ
な
角
度
で

進
め
て
い
く
も
の
の
ま
ず
は

地
元
認
知
度
を
高
め
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
た
い
。

　町
内
で
の
展
示
即
売
会
へ

の
出
品
・
出
展
な
ど
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
る
が
漆
器
生
産

に
つ
い
て
は
、
生
産
能
力
や

販
売
力
に
お
い
て
の
将
来
性

や
産
業
振
興
の
な
か
で
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
「
う
る
し

進
行
施
策
の
再
検
討
」
に
合

わ
せ
、
検
討
が
必
要
な
時
期

と
考
え
て
い
る
。

一

般

質

問

山
村
の
振
興
や
林
業
の
再
生
を
図
る
に
は

男女共同参画についての取り組みは
うるし生産振興事業の現状は

町
長

｜
林
業
の
担
い
手
や
確
保
に
努
め
林
業
振
興
の
方
向
性
と
す
る

町長ー認識を深め定着できるよう活動していく
将来性をふまえ再検討していく

男女共同参画講演会

うるしかきの様子 用材の伐採状況


